
地 域 再 生 計 画 

 

 

１ 地域再生計画の名称 

  とくしま・水のかがやき再生計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

  徳島県徳島市 

 

３ 地域再生計画の区域 

  徳島市の全域 

   

４ 地域再生計画の目標 

  徳島市は、徳島県の東部に位置し、紀伊水道に流下する一級河川吉野川の沖積平野に発

達した都市であり、総面積１９１．３９㎢、人口２６１，３５９人（平成１７年３月３１

日現在）を有し、徳島県の県都として政治、経済、文化の中枢的役割を果たしている。 

  本市は、商業を中心とした地方中核的都市であるが、四国霊場札所等地域色のある文化

遺産、多くの寺社、染料として全国に知られた阿波藍及び伝統芸能としての人形浄瑠璃、

阿波おどりなど有形無形の文化財がある。そして、市の北部を流れる吉野川の流域に拓け

た平野部は地味肥沃で、農作物の適地となっている。また、工業においては、鏡台や家具

等木工製品の主要産地である他、吉野川の支流である今切川流域の工業専用地域には、化

学工業、製薬業等の事業場があり、本市の工業生産の中心となっている。 

  本市には、吉野川の他、鮎喰川、園瀬川、勝浦川等の中規模河川及び新町川、沖洲川、

冷田川等の都市河川が市内を網目状に流れ、城下町時代の内郭であった市の中心部が河川

によって囲まれているなど、市街地と河川の関わりが大きく、他都市にない景観特性を持

っている。特に、中心市街地を中心とする地域は、新町川と助任川に囲まれた島がひょう

たんの形に見えることから「ひょうたん島」の愛称で市民に親しまれており、島の周りを

巡る周遊船が運行されるなど、県外からも毎年、多数の観光客が訪れている。このことか

ら、現在、本市では、この水の持つ魅力を核として、「水が生きているまち・徳島」をス

ローガンに、河川景観特性を生かしたまちづくりを進めているところである。 

  しかし、生活排水については、市街地の一部を公共下水道で処理しているものの、かな

りの地域においては単独浄化槽排水や未処理の生活雑排水を水路等に排出しているため、

河川等の水質に悪影響を及ぼしている状況である。 

本市では、こうした問題に対応するため、１９４８（昭和２３）年から公共下水道事業

に着手し、中央処理区及び北部処理区の２つの区域で計画的に整備を進めてきており、２

００４（平成１６）年度末における整備面積は約９７３ha となっている。また、１９８

８（昭和６３）年には、本市の行政区域のうち、園瀬川、勝浦川流域の八万、津田地域を

対象に、生活排水対策の一環として合併処理浄化槽の設置費補助制度を発足し、平成２年



度には、補助対象区域を、下水道法に規定する公共下水道許可区域を除く市の全域に拡大

した。 

  なお、公共下水道処理区域を除く本市の全域は、水質汚濁防止法第１４条の７第１項の

規定に基づき、平成３年７月５日に、生活排水対策重点地域としての指定を受けている。 

  また、本市ではこれらの汚水処理事業に加え、くみ取り便所の水洗便所への改造に対す

る助成や、市民ボランティアの生活排水推進員による、生活排水についての学習会や啓発

活動の実施などにより、各家庭における生活排水対策を推進している他、吉野川フェステ

ィバルや、水と緑の図画コンクール等の河川をテーマとした様々なイベントを開催するこ

とにより、市民の水環境に対する意識を高め、「水が生きているまち・徳島」の周知・啓

発に努めている。 

  しかしながら、こうした取り組みにもかかわらず、本市の汚水処理人口普及率は全国平

均７９．４％に対し５５．２％と、大きく下回っている状況である。中でも、下水道処理

人口普及率は、平成１６年度末での全国平均６８．１％に対し、２７．８％と低調である。 

  そこで、汚水処理施設整備交付金を活用して、公共下水道及び合併処理浄化槽の整備を

効率的に行い、全国水準より低い汚水処理人口普及率を向上させ、水のかがやきを再生す

ることで、「水が生きているまち・徳島」としてふさわしいまちづくりの推進を目指すも

のである。 

 

【目標１】汚水処理施設の整備の促進（汚水処理人口普及率を５５％から５９％に向上） 

【目標２】水環境を活かした観光地づくりの推進（ひょうたん島周遊船の乗船人数を 

  １３，５００人から１５，０００人に向上） 

 

 

５ 目標を達成するために行う事業 

５－１ 全体の概要 

徳島市の汚水処理施設整備事業は、市中心部の市街化区域を中心に中央処理区・北部処

理区で構成される公共下水道で、また吉野川北岸の一部では、旧吉野川流域下水道で、そ

れぞれ集合処理による汚水処理を行い、これ以外の地区は浄化槽事業（個人設置型）によ

り汚水処理を行っていくこととしている。 

公共下水道については、中央処理区の整備はほぼ完了しているが、北部処理区は管渠整

備率２１％程度で、今後もさらなる整備促進を図っていく。なお、現在の認可は平成２４

年３月までとなっている（平成１８年１２月２６日認可）。 

浄化槽は、現在設置されている４万基弱のうち、合併処理浄化槽は７千基程度で、建て

替えによる設置分や単独浄化槽からの切り替えを合わせて、年間８００基程度を合併処理

浄化槽とするよう普及促進に努めていく予定である。 

  また、これらの汚水処理事業に加え、各家庭における生活排水対策の推進や、河川をテ

ーマとしたイベントの開催による「水が生きているまち・徳島」の周知・啓発活動などを

継続して推進していく。 



５－２ 法第４章の特別の措置を適用して行う事業 

汚水処理施設整備交付金を活用する事業 

 

整備箇所等は、別添の整備箇所を示した図面による。 

【事業主体】 

・ 徳島県徳島市 

【施設の種類】 

・ 公共下水道，浄化槽 

【事業区域】 

・ 公共下水道 徳島市北沖洲二・三丁目の一部（公共下水道認可区域） 

・ 浄化槽（個人設置型） 公共下水道事業認可区域以外の区域 

【事業期間】 

・ 公共下水道   平成１８年度～平成１９年度 

・ 浄化槽（個人設置型） 平成１７年度～平成１９年度 

【整備量】 

・ 公共下水道 計画人口１０２人 φ２００ｍｍ Ｌ＝３９１ｍ 

・ 浄化槽   計画人口９，８３５人 

２，０９０基（５人槽９２０基、６～７人槽８７４基、８～５０人槽２９６基） 

平成１７年度 ４９０基 

平成１８年度 ８００基 

平成１９年度 ８００基 

【事業費】 

・ 公共下水道    事業費   ５８，０００千円 

（うち交付金  ２９，０００千円） 

単独事業費  １８，０００千円 

・ 浄化槽（個人設置型） 事業費  ６３１，２８１千円 

（うち交付金 ２１０，４２７千円） 

・ 合計      事業費  ６８９，２８１千円 

（うち交付金 ２３９，４２７千円） 

単独事業費  １８，０００千円 

 

５－３ その他の事業 

①便所水洗化資金利子補給事業 

・既設のくみ取り便所を水洗便所に改造するために要する資金を金融機関から借り入

れた場合にその利子の一部を助成 

  ②生活排水浄化対策事業 

   ・市民ボランティアによる生活排水推進員を設置し、生活排水についての学習会の実

施や地域イベントに川の汚れや生活排水対策コーナーを設けるなど、各家庭での生



活排水対策を推進 

  ③「水が生きているまち・徳島」推進事業 

   ・新聞広告等により「水が生きているまち・徳島」に関する広報活動を実施するとと

もに、ひょうたん島ＰＲ紙の作成・配布により、周辺の観光スポットやひょうたん

島周遊船を紹介し、市民・観光客へ「水が生きているまち・徳島」を周知・啓発 

  ④吉野川フェスティバル開催費補助 

   ・吉野川クリーンアップ大作戦の実施や吉野川フェスティバルなど、吉野川の魅力を 

伝える多彩なイベントを開催している吉野川フェスティバル実行委員会に対して、

事業費の一部を補助金で支給 

⑤水と緑の推進事業 

   ・水と緑の基金の運用益を活用し、水と緑の図画コンクール、ファミリーハゼ釣り大

会、緑化フェア等の水と緑のフェスティバルを開催し、河川環境の向上と都市緑化

の推進を啓発 

 

６ 計画期間 

平成１７年度～１９年度 

 

７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

計画終了後に、４に示す数値目標に照らし状況を調査、評価し、公表する。また、必要

に応じて事業の内容の見直しを図るために、施設の整備状況等について評価・検討を行う。 

 

８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

該当なし 



○添付資料の一覧 
 
 
（付録１） 
      地域再生計画に含まれる行政区域を表示した図面 
 
（付録２） 

徳島市地域再生計画（H17～19）区域図 
 
（付録３） 

地域再生計画【とくしま・水のかがやき再生計画】の工程表 
 
（付録４） 

地域再生計画の全体像を示すイメージ図 



 



 



徳島県徳島市

支援措置の名称 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度

支援
措置

汚水処理施設整備交付金の活用

便所水洗化資金利子補給事業

生活排水浄化対策事業

「水が生きているまち・徳島」推進事業

吉野川フェスティバル開催費補助

水と緑の推進事業

地域再生計画【とくしま・水のかがやき再生計画】の工程表

関連
事業

汚水処理施設の一体的整備

公共下水道：事業期間 平成１８～１９年度
浄化槽 ：事業期間 平成１７～１９年度

くみ取り便所から水洗便所への改造を助成
水

環

境

の

保

全

市民ボランティアによる生活排水推進員の設置
生活排水についての学習会の実施
地域イベントに川の汚れや生活排水対策コーナーを設置

新聞広告等による「水が生きているまち・徳島」に関する広報
活動の実施
ひょうたん島周辺の観光スポットやひょうたん島周遊船を紹介
する、ひょうたん島ＰＲ紙の作成・配布

吉野川クリーンアップ大作戦の実施
吉野川フェスティバルなど、吉野川の魅力を伝える多彩なイベン
トの開催

水と緑の図画コンクール、ファミリーハゼ釣り大会、緑化フェア等
の水と緑のフェスティバルを開催
河川環境の向上と都市緑化の推進を啓発



地域再生計画の工程表の説明 
 
 

○公共下水道 

公共下水道認可区域のうち平成１８年度に北沖洲三丁目の一部について、管渠

（φ２００ｍｍ）Ｌ＝２２８ｍ、平成１９年度に北沖洲二丁目の一部について、

管渠（φ２００ｍｍ）Ｌ＝１６３ｍ整備を行い、合わせて汚水処理人口１０２ 

人の普及を図る。 

 

○浄化槽（個人設置型） 

 徳島市の全域のうち、公共下水道事業認可区域以外の区域について、２，０９

０基（５人槽９２０基、６～７人槽８７４基、８～５０人槽２９６基）を平成

１７年度から平成１９年度にかけて整備を行い、汚水処理人口９，８３５人の

普及を図る。 

 

○関連事業 

①便所水洗化資金利子補給事業 

・既設のくみ取り便所を水洗便所に改造するために要する資金を金融機関から借 

り入れた場合に、その利子の一部の助成を今後も継続して実施する。 

  ②生活排水浄化対策事業 

   ・市民ボランティアによる生活排水推進員を設置し、生活排水についての学習会

の実施や地域イベントでの川の汚れや生活排水対策コーナーの設置など、各家庭

における生活排水対策を今後も継続して推進していく。 

  ③「水が生きているまち・徳島」推進事業 

・新聞広告等により「水が生きているまち・徳島」に関する広報活動を実施する

とともに、ひょうたん島ＰＲ紙の作成・配布により、周辺の観光スポットやひ

ょうたん島周遊船を紹介し、市民・観光客に対する「水が生きているまち・徳

島」の周知・啓発を継続して推進していく。 

  ④吉野川フェスティバル開催費補助 

   ・事業費の一部を補助している吉野川フェスティバル実行委員会による、吉野川

クリーンアップ大作戦や吉野川フェスティバルなど、吉野川の魅力を伝える多彩

なイベントの開催を継続していく。 

  ⑤水と緑の推進事業 

   ・水と緑の基金の運用益を活用し、水と緑の図画コンクール、ファミリーハゼ釣

り大会、緑化フェア等の水と緑のフェスティバルを開催し、河川環境の向上と都

市緑化推進の啓発を継続していく。 






